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ＮＡＮＤ型シェア
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➢半導体シェア：日本勢
は他国に後塵・・・

➢ＮＡＮＤ型のみ競争力
を維持（ｻﾑｽﾝ、東芝で
全体の7割強のｼｪｱ）

➢現在は、日米（東芝・
ｻﾝﾃﾞｨｽｸ）協働で韓国
（ｻﾑｽﾝ）に対抗中！

フラッシュメモリのコスト削減

２４nm 20nm 15nm

物理的限界！

➢「微細化技術」等でコ
スト削減を図っている
が物理的限界に・・・

➢更なるコスト削減には、
次世代メモリ（２Ｄ→
３Ｄ化）の開発が必要

➢他の経費削減も限界
にある中、高圧ガス

（材料費）に可能性有！

微細化（配線の幅をどんどん細くしていく）

目指す姿

次世代３Ｄメモリ世界トップシェア獲得

３Ｄメモリの開発

H25.5 安倍総理 「成長戦
略第２弾スピーチ」より
・日本のお家芸であった
半導体 シェアはサムス
ンに抜かれたが、その
理由は投資

・メモリーカードに入ってい
るタイプの半導体は三重
の四日市から世界中に
売っている

・最先端設備への投資を
思い切って進めることが
必要

➢平成25年より半導体企業等と 「規制緩和勉強会」を設置
➢「企業実証特例制度」等を活用しながら、規制緩和の推進を検討
➢結果、約30億円のコスト削減に成功！
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規制緩和勉強会

メンバー：学識者
半導体企業等
三重県
四日市市
経済産業省

※各協議の概要を報告
し、次回協議の対応
策を検討

経産省
産業構造課

経産省
保安課
高圧ガス
保安法等

三重県
防災対策部
高圧ガス
保安法等

四日市
消防本部
消防法

官民学協働による規制緩和の推進

高圧ガス輸入に関する課題

高圧ガスを輸入する際、高圧ガス保安

法第22条に基づく輸入検査が必要高
圧
ガ
ス
の

輸
入
検
査
対
応

現状では、四日市港での高圧ガス輸入は

困難であり、対応には高額のコストが必要

規制緩和の概要

◇高圧ガス保安法

に係る規制緩和

【高圧ガス保安法第２２条】

輸入検査を行うことなく、
工場等の貯蔵所まで移動を
認め、現地での受検を可能
とする

・物流の効率化、コスト削
減を図り、次世代技術
の研究・開発を支援

・陸送距離の短略化によ
り安全面を向上

・検査体制に係る行政コ
ストの増加を抑制

ｻﾑｽﾝ
9.4%

近未来技術
による地方創生 三重県発：次世代３Ｄメモリの世界トップシェア獲得

世界の半導体企業で
進む次世代３Ｄメモリ
開発競争で世界トップ
シェア獲得を目指す

企業側の取組
技術開発等による

コスト削減

国・県等の取組

・近未来技術実証特区
による規制緩和

・規制緩和勉強会による
新たな規制緩和の推進

官民一体で更なる
コスト削減

・県内に検査を行える指定検査機関が

なく、検査体制の充実には行政コスト

の増加を伴う

・夜間や休日等に高圧ガスが輸入され、

直ちに輸入検査ができない場合、基準

を満たした貯蔵所での保管が必要

・四日市港には法基準の貯蔵所がなく、

新たな整備には３～５億円の設備投資

が必要

半導体製造工場等四日市港

高圧ガス

工場等の貯蔵所での輸入検査の実現
【高圧ガス保安法】

規制
改革

東芝
3.6%

高圧ガス輸入コストの削減等

３Ｄメモリ

安全を担保し直送

交点＝１メモリ

➢２Ｄメモリを多層（３Ｄ）化すること

で、更なる大容量化と低コスト化

が実現可能

➢３Ｄメモリの新技術の開発におい

て、いかに低コスト化できるかが鍵

企業実証
特例制度

高圧ガス
保安法等

高圧ガス
保安法等

消防法

１nm（ナノメートル）
＝１００万分の１ミリ
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